
３ 人財育成 –次代を担う人財の確保・育成-

（１）農業人財

プロジェクト 未来を担う人財育成

目 標

挑戦する内容

関係者の声

＝対話

役割分担

変革後の姿 ・経営力の高い新たなリーダーが育成され、本県農業の魅力が向上

・グローバルな視点を持った人財が育成され、利益追求に向けた法人経営や輸出戦略など

に取り組む農業者が増加

・新規就農者及び農業法人数が増加

・新規就農者数 R4：257人 → R10：300人

・農業法人数 R4：553法人 → R10：900法人

・農業経営のプロになる実践的経営力の向上

・グローバル化に対応した若手農業者等の提案型海外研修の実施

・新規就農者の確保・定着に向けた情報発信と地域によるサポート体制の強化

・若手農業者の更なる経営力向上に向けて、段階を踏んだカリキュラムの研修会を実施し

てほしい（若手農業者）

・国内外で競争できる本県農業リーダーを育成することが必要（農業経営士）

・新規就農者や農業を学ぶ生徒や学生に、世界の農業を学ぶ機会を創出してほしい

（農業高校）

・新規就農者数の定着に向けた地域の特徴を生かした支援が必要（市町村・農協）

・農業者 ：経営力向上研修会への参加、海外研修の企画立案及び実施

・学生等 ：海外研修の企画立案及び実施

・市町村等：地域サポート体制の構築（農協等関係機関との連携による支援）

・県 ：研修会等の開催、海外研修企画書の審査、技術・経営支援等
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挑戦する内容

対話

１ 農業経営のプロになる実践的経営力の向上

・青年農業士、トップランナー修了生、雇用就農者等を対象に、一流講

師陣による農業経営のプロになるための実践的な経営力向上研修

「あおもり農業経営塾」を実施

２ グローバル化に対応した若手農業者等の提案型海外研修の実施

・若手農業者及び農業を学ぶ高校生、大学生等を対象に、提案型の海外研

修を実施

・研修は同じ目的を掲げる複数名（３～10名）を１チームとし、自らが企画書

を作成・提案

３ 新規就農者の確保・定着に向けた情報発信と地域によるサポート体制の強化

・県農業・就農情報サイト「農なび青森」やＳＮＳを活用した就農支援情報等

の発信

・農業高校生・大学生等を対象に、就農の魅力を発信する出前授業等の実施

・就農段階（就農準備含む）に応じた研修の実施

・地域の特徴を生かした新規就農者の確保・育成

農業グローバルチャレンジ激励会

・部会を開催し、事業進捗を把握するとともに、意見を参考に事業構築（７月、１月）
・経営力向上研修を実施し、意見交換（年８回程度）
・地区農業士との意見交換（５月頃～）
・県と農業経営士等の意見交換会（７月）
・研修参加者等を対象としたニーズ把握（随時）
・「農なび青森」の利用者を対象としたニーズ把握（随時）

県農業・就農情報サイト
「農なび青森」チラシ
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